
基本目標１＝市民生活の再生
　震災により被害を受けた市民、特に高齢者や障害者に配慮し、被災住宅の再建やライフラインなどの
復旧を進め、社会生活基盤の再生復興を図ります。また、保健・医療・福祉の連携充実、さらに自治会
や自主防災組織の支援などを通じて被災者の健康管理や互いに支え合う地域づくりを支援します。

復旧・復興の目標期間
１．復旧期
　 【平成25年度まで（震災からおおむね３年間）】
　生活や産業の再開に不可欠な住宅、生産基盤、
インフラなどの復旧に加え、再生・発展に向けた
準備を進める期間。

２．再生期
 　【平成27年度まで（震災からおおむね５年間）】
　復旧された生活基盤やインフラ、そして市民と
行政の協働により震災前の活力を回復し、地域の
価値を高めていく期間。

３．発展期
 【平成29年度まで（震災からおおむね７年間）】
　白石市が、新たな魅力と活力ある地域として
「第５次白石市総合計画」の目指す将来像に向け
て、安定的に発展していく期間。

特集　復興への道程

白石市東日本大震災復興計画の概要

基本目標３＝防災のまちづくり（地域防災計画強化）
　今回の震災で得られた課題を整理・検証し、さらに安
心で安全な住みよいまちづくりを目指すため、「地域防
災計画」を再検討し、その強化を図ります。また、市民
の防災意識の高揚を図るため、自主防災組織などの拡充
支援や関係機関等との連携強化を図ります。

基本目標２＝産業・経済の再生
　震災による風評被害や自粛ムードを払

ふっ

拭
しょく

し、イベント
など各種情報発信による観光産業を軸とした地域経済サ
イクルの早期復興を目指します。また、農林業などの生
産基盤の復旧や被災事業所の生産基盤の復旧支援により
新たな産業の振興を図り、雇用の創出・確保や農産物の
販売促進など、活力ある産業構造の構築を推進します。

－震災復興計画スローガン   「がんばっぺ白石」－

白石の要望を国や県に
さらに働き掛けていきます

白石市復興対策室
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績 「白石市東日本大震災復興計画」をもとに
ライフラインの早期復旧を目指すとともに
市民生活や産業、経済の再生を図る

　今回の震災は、白石市始まって
以来の大災害となりましたが、国
の復興特区制度や復興交付金など
の支援を受けようとすると、どう
しても被害が部分的・限定的だと
見なされがちで、支援を受けにく
い傾向にあります。
　しかし、少しでも早く、被災さ
れた皆さんが震災前の生活を取り
戻し、白石市が安心で快適に過ご
せるまちとなるよう知恵を絞り、
国や県などの支援も最大限引き出
しながら、全力を尽くしていきた
いと思います。 

がんばっぺ白石！

●住家被害（平成24年５月１日現在）

被害区分 世帯数 全世帯中の割合

全壊・全焼 49世帯 0.4％

大規模半壊 94世帯 0.7％

半壊 522世帯 3.8％

一部損壊 2,165 世帯 15.6％

合計 2,830 世帯 20.3％

※平成23年３月11日現在13,915世帯

▶平成23年５月10日、国や県の担当職員立ち会いの下、市道の
災害査定が行われ、本格的な復旧工事がスタートした

●各種被災者生活再建支援制度などの状況（平成24年５月31日現在）
支援制度 支援制度の状況

災害弔慰金 死亡者４名該当
災害援護資金の貸付 申請 28件　貸付額 4,420 万円
生活復興支援資金貸付 申請１件　貸付額 100万円
市県民税の減免 申請 255件　減免額 1,318 万 7,726 円
固定資産税の減免 申請 660件　減免額 2,697 万 9,200 円
都市計画税の減免 申請 456件　減免額 349万 5,200 円
国民健康保険税の減免 申請 335件　減免額 3,000 万 2,600 円
後期高齢者医療保険料の減免 申請 357件　減免額 1,158 万 8,100 円
介護保険料の減免 申請 477件　減免額 1,011 万 4,500 円
国民年金保険料の減免 平成 22年度分 20件、平成 23年度分 235件　計 255件
国民健康保健医療費の免除 申請 310世帯 579 人
後期高齢者医療費自己負担金の免除 申請 384人
特定健診受診料の還付 申請 71人
介護保険サービス利用料の減免 100％減免６人、95％減免 61人　計 67人申請　

保育園保育料の減免 平成 23年度園児 15名申請　減免額 225万 7,100 円
平成 24年度園児 18名申請　減免額 264万 1,800 円

幼稚園の就園奨励事業 公立幼稚園児８名、私立幼稚園児１名申請

小中学生の就学援助制度 平成 23年度分小学生 37名、中学生 15名申請
平成 24年度分小学生 27名、中学生 12名申請

児童扶養手当・特別児童扶養手当所得制限緩和 申請６件

損壊家屋の解体処分 居宅分申請 154棟
拡大分（居宅以外）申請 235棟

被災者生活再建支援金 延べ申請 303件　申請額３億 5,850 万円
住宅の応急修理制度 申請 235件　決定済み 183件　9,145 万 3,419 円
住宅災害復旧等補助金 申請 466件　決定済み 432件　3,338 万 8,000 円
宅地災害復旧補助金 申請 32件　決定済み 31件　393万 5,000 円

応急仮設住宅（民間賃貸住宅）借り上げ 申請延べ 253 件 755 人（市民 107 件 310 人・福島県
民 140件 426 人・その他 6件 19人）

東日本大震災義援金 支給済み 688世帯　３億 9,161 万 1,800 円　
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市
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築
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。

4Shiroishi_H24.75 Shiroishi_H24.7




